
（対象期間：2022年 6月～2023年 5月）

内海(6)地区　急傾斜地崩壊防止工事

 2022年 8月に完成した朝来市林垣地内の
 急傾斜地崩壊防止工事

工事概要 延長　L=142.4ｍ

　重力式擁壁工簡易土砂防護柵工    146.0ｍ

簡易吹付法枠工      283ｍ 2

2023年 7月18日
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発行日
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□ごあいさつ

　株式会社 山本組は兵庫県朝来市で公共工事を主体として砂防工事、

道路工事等の施工をしております。

　　　　　　　　　　　　

　エコアクション２１に基づく環境経営システムを導入して１３年目

となりますが、環境経営目標の未達成項目も多くまだまだ十分な取組

みができているとは言えません。今後も環境への教育、取組を推し進

め、環境負荷の低減に継続して取り組んでまいります。

＜環境経営理念＞

　当社は一般土木工事分野で公共工事の施工を行っております。本業である土木工事を通じて、

地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。

　発注者、地域から信頼される施工を目指し、経営における課題とチャンスを定期的に明確化

し、環境負荷の低減に向けて社員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。

＜環境保全への行動指針＞

１．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２．創意工夫による省エネルギーによる二酸化炭素排出量の削減を推進します。

　　（電力、ガソリン、軽油使用量の削減）

３．事務所の一般廃棄物の分別、削減を推進します。

４．廃棄物の発生抑制につとめ、建設副産物のリサイクル率の向上と再生資源の利用を

　　推進します。

５．節水意識を高め、適正な利用により水使用量の削減に努めます。

６．事務用品のグリーン購入を推進します。

７．環境に配慮した施工に努めます。

８．地域の一員として環境経営活動に積極的に参加します。

９．本方針を協力会社も含めた全従事者に周知徹底します。

制定日

改訂日

代表取締役

１ページ

2019年 8月19日

環境経営方針

2024年 1月11日



□組織の概要
作成日：

(1) 名称及び代表者名

株式会社　山本組

代表取締役　山本　政廣

(2) 所在地

本　　　社 兵庫県朝来市山東町早田３３８

(3) 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者 総務部長　 足立　勝之 TEL：079-676-4075

ＥＡ２１事務局 業務管理課 西澤　鉄男 TEL：079-676-4075

(4) 事業内容

土木工事の施工 　土木、ほ装、とび・土工、建築、管、水道施設工事業

(5) 事業の規模

総売上髙 百万円(概算)　　　　2022年06月～2023年 5月

主要工種売上髙 土木一式　 百万円

とび・土工 百万円

その他 百万円

従業員 16名

延べ床面積 392㎡

事業年度 6月1日　～ 5月31日

□認証・登録の対象組織、活動

登録組織名： 株式会社　山本組

対象事業所： 本社

事業活動　： 道路工事、砂防工事、農林土木工事、舗装工事、建築工事

ISO9001　認証機関　　　DNV Business Assurance Manegement System Certificate

 　　　　認証期間　　　2022年8月11日から2025年8月10日

□事業の紹介

砂防工事、急傾斜地工事、林道開設工事等を施工しています。

２ページ

129

2023年 7月18日

630

447

54



□環境経営組織図及び役割・責任・権限表
作成日：

更新日：

（本社）

代表者 ・環境経営に関する統括責任
 （代表取締役） ・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し・指示を実施
・環境経営レポートの承認
・経営における課題とチャンスの明確化

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ票を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、ＥＡ２１推進委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境経営活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）
・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練を実施、記録の作成

部門長 ・自部門における環境経営システムの実施
・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
・環境に関する苦情・要望等の受付及び誠実な対応(工事部門長)
・環境管理責任者への環境管理状況の報告(工事部門長)

作業所 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
(現場代理人) ・決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営活動へ参加

・建設現場における緊急事態対応訓練の実施
・苦情・要望の受付
・環境に配慮した工事の施工

３ページ

総務部長

廃棄物置場

役割・責任・権限

営業部
営業部長

作業所
現場代理人

工事部長

資材置場・倉庫
工事部長業務管理課長

工事部

2024年 1月11日

代表者
代表取締役

2023年 7月18日

環境管理責任者
総務部長

環境事務局
業務管理課長

総務部



□主な環境負荷の実績

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力㈱の2020年度調整後の係数　

※化学物質は使用していない。

※負荷の実績は工事現場を含む

□環境経営目標及びその実績（二酸化炭素排出量）

４ページ

水使用量 105 73

基準値

Ｌ 23,000

127.1%

Ｌ 31,495

14,273

① 電力使用量の削減
     (本社)

② 軽油使用量の削減
　　 (工事部門)

95.0%

133,786

二酸化炭素総排出量

7,633 7,279

116,641 85,898 200,250

kg-CO2

　③ｶﾞｿﾘﾝ使用量(工事) Ｌ 14,273 15,080 19,253

kg-CO2/L 33,136 35,011 44,699

　④電力使用量(工事) kWh 2,000 1,785 723

kg-CO2/kWh 700

2021年度2022年度項　目 2020年度単位

78,520

96.0%

88.1% 95.0%

6,274

30,235 27,760

95%

94.0%

94.0%

　　　　－

82,654

143,566 136,632 116,641 135,208

674

94%

kg-CO2

5,960

77,694

96.0%

22,790 21,809 21,792

7,977

625 241

Ｌ 791

kg-CO2/L

652　⑤灯油使用量(工事)

　一般廃棄物排出量 0.34 0.37 0.35

　②軽油使用量(工事) Ｌ

kg-CO2/L

27,760 15,598 55,788

72,852 40,934 146,407

　①電力使用量(本社) kWh

kg-CO2/kWh

1,680 1,6251,971

22,790

79,347

17,030

2 5 0

6 15

1,534

　　　　　　　　  　年　度
項　目

　⑥LPG使用量(工事) kg

kg-CO2kg

廃棄物排出量

トン

㎥

　産業廃棄物排出量

17,209

（目標）

2024年度

0

（実績） （目標）

675

97

2022年度

達成率（基準年)

0.35

トン

（目標）

1,972

2023年度

kg-CO2

kg-CO2 1,240 　　　－ 2,677 　　　　－

二酸化炭素排出量合計

50,728

7,977

50,194

21,620

72,852

kWh 17,926

6,023 5,898

16,850

108.9%

29,60529,920

21,850

117.1%

75.5%

51,262 33,136

－

154.7%

基準年度比(2018年度)

基準年度比(2018年度)

22,080

④ その他
     (現場電力､灯油､LPG)

96.0% 62.1%

③ ガソリン使用量の削減
　　 (工事部門)

kg-CO2 53,398

基準年度比(2018年度)

kg-CO2



□環境経営目標及びその実績（廃棄物ほか）

□環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

５ページ

数値目標一般廃棄物の削減

16,800

○

ガソリン使用量の削減(工事部門)

達成状況

○

63.5% 95.0%

（目標） （目標）

99.2% 100.5%

（目標） （実績）

15,960

421 413439

　　　　　－

98.0%

5.1

98 105102

×

件

417

98.0%

冷暖房の温度調節、不要時の電源ＯＦＦは今後も継続していく。

２棟の倉庫を利用したソーラーシイステムの設置も検討している。

　　　　　－

4.0

97

取組結果とその評価、次年度の取組内容

現場でのアイドリングストップ等の環境教育は継続していく。

96

分別、処分は適切に行っている。今後も継続する。○

96.0% 102.9%

98.0%

○

電力使用量の削減(本社) 数値目標

⑦ 建設副産物の
 　再資源化率の向上

取り組み計画

△

・節電運動の継続

99.3%

数値目標

・エコドライブの徹底

今後もゴミのスリム化は継続して推進していく。

今後も乗り合わせの推進や現場の通信環境を整備して、不要な連
絡車の運転を削減していく。

　　　　　－ 　　　　　－

120.0%

93.3%

4.0 4.8

95.0%

15,792

94.0%

124.0%

151.1%

94.0%

340

77.4% 95.0%

基準年度比(2018年度)

基準年度比(2018年度)

101.3%

94.0%

4.0

96.0%

kg

2023年度 2024年度

・アイドリングストップ

・アイドリングストップ

・印刷ミスの削減

・室内エコファッションの徹底

軽油使用量の削減(工事部門) ○

%

kg

㎥

○

○

基準年度比(2018年度)

96.0%

基準年度比(2018年度)

　　　　　　　　  　年　度
項　目

基準値 2022年度

（基準年)

16,128 10,675

活　　動

活　　動

活　　動

活　　動

・分別の徹底 活　　動

活　　動

⑤ 一般廃棄物の削減

⑥ 混合廃棄物の削減

⑧ 水使用量の削減

⑨ 環境に配慮した
　 工事の推進

数値目標

建設副産物の再資源化率の向上 数値目標

98.8%

基準年度比(2018年度)

○

・エコドライブの徹底

混合廃棄物の削減 数値目標

・冷房温度、暖房温度の管理

達成率

78.4% 94.1%

活　　動

活　　動・環境配慮対策を４件以上実施 ○

環境に配慮した工事の推進 数値目標

凍結防止のための開栓を放置していたため目標未達成となった。

節水意識の啓発を確実に継続していく。
△

○ 完成した６現場で２９件(平均 4.8件)の環境対策を実施した。

今後も継続していく。

○
産業廃棄物は適切に分別され処分されている。今後も継続する。

○・分別、適正処理の徹底

・節水の継続

×水使用量の削減 数値目標



□二酸化炭素排出量重点管理項目の推移

(1) 軽油使用量(工事部門) 基準年(2018年) 構成比(基準年) ％

(2) ガソリン使用量(工事部門) 基準年(2018年) 構成比(基準年) ％

(3) 電力使用量(本社) 基準年(2018年) 構成比(基準年) ％
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2018 2019

114.6%

2020

177.1%

2021

49.5%

2022

88.1%

27,760

23,000

95.6% 83.7% 65.6% 62.1%

31,495 36,082

Ｌ

14,273

17,926

36.8

5.4

17,926

2019 2020 2021 2022

18,041 21,792 21,809 22,790

KWh

21,999 19,253 15,080

50,000

25,000

55,788 15,598

31,495 Ｌ 57.0

基準年比

30,000

15,000

年　　度 2018

年　　度

使用量(Ｌ)

基準年比

使用量(Ｌ) 23,000

基準年比 100.6% 121.6% 121.7% 127.1%
使用量(Ｌ)

25,000

12,500

年　　度 2018 2019 2020 2021 2022



□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 建設現場の重大事故対応

■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況

７ページ

油流出、火災、盛土崩壊について対応と予防処置を検討した。来年度は実地火災訓練を実施する。

建設現場の重大事故対応訓練を実施した。

　環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。なお、違反、訴訟等も

　過去３年間ありませんでした。

　廃棄物の処理及び清掃に
　関する法律

　建設工事に係る資材の再生
　資源化等に関する法律

　騒音規制法、振動規制法
　及び環境の保全と創造に
　関する条例

　フロン排出抑制法

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動及び規制事項等） 評価

　産業廃棄物の収集運搬、中間処理、処分の委託書面契約、許可確認及び
　マニフェスト発行・管理。
　多量排出事業者(年間1000ｔ以上)となった場合、処理計画書及び実施状
　況報告書の提出

　一般廃棄物の分別、保管、収集委託

　解体工事、建設副産物

　騒音を伴う建設工事
　特定建設作業実施届の提出、騒音基準厳守

　対応手順と予防処置
全社員

2022年 7月30日(土) ㈱山本組　会議室

　振動を伴う建設工事
　特定建設作業実施届の提出、振動基準厳守

　空調機簡易点検記録の保存(廃棄後３年)及び廃棄時のフロン回収義務
　解体時は事前調査、調査結果の書面説明、説明書写しの保存（工事終
　了後３年保存）
　フロン引き渡し・回収義務

○

○

○

○

○



□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境経営方針

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画

◇その他 ◇実施体制他

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

株式会社　山本組
 代表取締役　山本　政廣

□これまでの環境活動の紹介

河川内工事の着手前に生態調査を実施。

河川工事で汚濁防止フェンスを設置して
下流への濁水流出を予防。

□編集後記

猛烈な暑さや突然のゲリラ雷雨などのニュースを聞くと地球温暖化による影響で激しい気候変動が始まっていると
 感じる。エコアクションへの取組を通して本当に微力ではあるが活動を継続していく。

施工現場での軽油使用による二酸化炭素排出量が大きな構成比を占めている。今後も化石燃料削減を重点項目に掲
げた環境教育を推進していく。
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【前回の指示への取組結果】

　　昼休みの消灯、冷暖房の温度調整等の対策はすべて実施している。

　節電や化石燃料削減についての対策は徹底しているが
　継続して協力会社を含めた教育を実施していく。

　　電力使用量が毎年増加している。不要時の電源ＯＦＦを再度徹底する。

　節電対策は今後も継続していくが、あわせて倉庫の屋
　根を利用したソーラーシステムの導入を検討していく。

　本社の電力使用量が毎年増加しており今年も未
達成となった。節電対策は今後も継続して徹底し
ていく。

　近年の地球温暖化による猛暑やゲリラ豪雨等の
異常気象は工事の施工にも影響している。社内で
の環境問題対策も確実に実施しているが、あと一
歩の工夫を検討していく。

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞

　ベテラン社員の知識・経験を若手社員に継承して技術
　者の育成に全社を挙げて取り組んでいく。

　期間中に地域からの苦情等も発生していない。
　「環境コミニュケーション記録」も発行されて
いない。

　　エコアクションに取り組んで１３年目となり、社内に確実に浸透しており昼休みの事務所の消灯などはすっかり定着して
いる。

　　当社における最重要項目は、品質の高い成果品を納品することで発注者、地域からの信頼を獲得し事業をさらに発展させ
ていくことであり、そのための努力を環境対策とともに今後も継続していく。


